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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞増殖および遊走において役割を果たし、微小血管形成中の内皮細胞の運動性を刺激します。また、軸索再生中の神経突起伸展および成長円錐の崩壊を阻害する可能性があります。プラスミノーゲン活性化を促進し、アンジオスタチンを阻害することで、プラスミノーゲンシステムを調整する可能性があります。プロテオグリカンは、細胞増殖および遊走において役割を果たし、微小血管形成中の内皮細胞の運動性を刺激します。また、軸索再生中の神経突起伸展および成長円錐の崩壊を阻害する可能性があります。コラーゲンα2(VI)の細胞表面受容体であり、その基質上で細胞を遊走させる能力を細胞に付与する可能性があります。細胞外N末端成長因子、細胞外マトリックスプロテアーゼを介して結合し、それらの活性を調整します。黒色腫細胞の浸潤特性に関与するI型コラーゲンのMPP16依存性分解および浸潤を制御する可能性があります。プラスミノーゲン活性化を促進し、アンジオスタチンを阻害することで、プラスミノーゲンシステムを調整する可能性があります。細胞質C末端の足場タンパク質およびシグナル伝達タンパク質を介して結合することにより、シグナル伝達タンパク質としても機能します。Rho GTPaseの活性化を介して、退縮線維の形成と細胞分極を促進する可能性があります。CDC42、ACK1、BCAR1を介したシグナル伝達カスケードをリクルートおよび活性化することにより、α4、β1インテグリンを介した接着および伸展を刺激する可能性があります。FAKおよびERK1/ERK2シグナル伝達カスケードを活性化する可能性があります。
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	A375 細胞溶解物中の NG2 発現のウェスタン ブロット分析。

